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破傷風：土壌に広く存在し、汚染された傷口

から侵入した破傷風菌が産生する毒素で、神

経がマヒし息ができなくなる致死的な病気で

す。現在４種混合ワクチンに含まれており、

1968年よりジフテリアや百日咳とともに３種

混合ワクチンとして定期接種化されました。

つまり、その前に幼少時を過ごした方は免疫

がありません。また、接種していても１０年

以上経つと免疫力が低下するので、農作業や

土いじりをする方は接種が望ましいでしょ

う。 

日本脳炎：ワクチンの安全性の問題で平成１

７年から５年ほど接種が手控えられていまし

た。２２年から再開されましたが、この間に

接種の時期を過ごしたお子さんは免疫があり

ません。日本脳炎の人での発症は現在年間10
名以下ですが、家畜のブタの間では蔓延して

おり、感染ブタの血を吸った蚊に刺され

ると感染の可能性があるため、接種しそ

びれた方は、やっておいた方がよいで

しょう。 

Ｂ型肝炎：母児感染の予防が進み、日本

人のＢ型肝炎ウイルスの保有率は1%未

満で、新生児は0.1％未満となっていま

す。また、ワクチンは乳児の定期接種に

も含まれるようになりました。しかし、

高齢者を中心にまだまだ保有者はいるた

め、医療関係者や介護に携わる方はワク

チンの接種が望ましいでしょう。不活化

ワクチン類似のため３回程度必要です。 

Ａ型肝炎：発展途上国に長期赴任される

方は、Ｂ型肝炎と同様に、早めに接種し

ておくと良いでしょう。 

編集後記 

 毎日暑い日が続きますが、日差しがやや弱くなってきた印象です。この夏は、早めに休みを取って、イタ

リアへ行って来ました。フランス人の友人夫妻が、我々を案内して下さいました。初めてのイタリアだった

ので、まずは古代から中世始めの世界の中心であったローマをじっくり見るのがよいでしょうとのお勧めに

従い、３日ほどそこで過ごしました。古代の遺跡の数々や中世以後の教皇の住処であるバチカンほか、

2000年の間の出来事のその時々の跡を所々残したローマの街の情景は、有史以来の人類の営みを１つの街

に凝縮した感じです。過去に訪ねたどの街にもない、不思議な時の重みを感じました。フィレンツェに行く

途中に訪ねた、トスカーナの街々はどれも城壁に囲まれた中世の佇まいをたたえていました。ローマ時代の

劇場の遺跡や公衆浴場跡があるのがお約束で、ローマ文化の影響力と普遍性を痛感しました。道はのどかな

丘陵地帯が続き、オリーブやワインとなるブドウの畑が延々と広がり、この２つの作物のイタリア、ひいて

はヨーロッパの食卓における重要性をまざまざと見せつけられた感じです。フィレンツェは時間が無く、美

術館や大聖堂の内部に立ち入ることができませんでした。いろいろと下調べしていったのに、

ちょっと残念でしたが、中世からルネサンス以降の建物や銅像が街中にあふれて、街自体が博物

館といった趣でした。次回はもう少し一カ所に時間をとりゆっくり巡りたいと思っています。 
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１．感染症の歴史と予防接種 
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イルスである牛痘を人に植えるとそれに

対する免疫ができ、類似の天然痘に対し

ても免疫力を発揮できるというもので、

ウイルス発見のはるか150年以上前の出

来事です。しかし、紀元前1000年ころか

ら、天然痘そのものやその軽症患者から

採取した水疱の液を健常者に植え、予防

とする試みが行われていたようです。 

 その後、人間社会に猛威を振るった結

核菌に対するBCGや、罹って生き残れば

大人になれる「命定め」と呼ばれた麻疹

（はしか）やポリオ、破傷風、ジフテリ

ア、百日咳、風疹、水痘、インフルエン

ザなど、様々な予防接種が開発され国の

事業として行われています。 

 一時、ワクチンの副作用で訴訟となり

政府が及び腰になって、予防接種の位置

づけを「社会全体を守ること」から、こ

れからは「個人を守ること」と格下げし

てしまいました。しかし、これにより接

種率が大幅に低下し、麻疹や風疹などの

感染症の流行を招き、他の先進国から感

 １９世紀末から２０世紀初頭は、ハンセ

ン病、マラリア、腸チフス、結核・・・・

と、様々な細菌や原虫が発見され、人類を

苦しめていた様々な感染症の撲滅への緒に

つきました。顕微鏡など医療機器の進歩に

加え、科学技術の進歩で消毒薬や抗生物質

の開発、衛生管理の発達などにより、２０

世紀中盤には、多くの感染症の予防や治療

が本格化してきました。 

 その後、電子顕微鏡の発明により、光学

顕微鏡では見えない微少な物質の発見が可

能となり、ウイルスが発見され、新たな感

染症の原因微生物として認知されました。

これによって、それまでインフルエンザの

原因菌として考えられていたインフルエン

ザ菌は、上気道炎や肺炎、副鼻腔炎、中耳

炎、髄膜炎を起こす細菌ではあるが、流行

性感冒（インフルエンザ）の原因微生物で

はないことがわかるなど、感染症学のブ

レークスルーが起こりました。 

 さて、人類初の予防接種は18世紀末の

ジェンナーによる種痘が有名で、動物のウ
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２．大人の予防接種の意味と考え方 

 そもそも予防接種は、弱者である子供に

接種し、感染症をかいくぐり成人まで育む

ことを目的に行われることから始まりまし

た。大人の予防接種は、自分が感染し発症

するのを予防するためが主目的ですが、そ

れに加えて、家族や社会の中の感染源とな

ることを防ぐ目的で接種されることもあり

ます。集団生活がまれだった高齢者が医療

施設や介護施設で、集団の中におかれる場

合が増えたことも大人の予防接種が見直さ

れた一因です。さて、大人の予防接種には

概ね次の２種類があります。 

１）幼少者に接種しそこなったもの 

 これは、小児期に接種しなければならな

かった予防接種をし忘れたり、海外にいて

受け損なったものなどです。また、自分が

子供時分にはまだワクチン接種が無かった

ものなども含まれます。様々な問題があっ

て、一時中止されていた予防接種などもあ

りました。 

 接種し忘れたワクチンに関しては、概ね

不足回数を補う形で行います。また、成人

になってからの接種は、乳幼児期よりも免

疫力が進化しているので、初回接種回数が

３回でなく２回でも有効であることがわ

かっています。 

２）成人に接種が必要なもの 

 過去には１回接種が基本でしたが、近年

は２回接種となったり、流行が減って再感

染の機会が減り、抗体価が落ちるなど、免

疫力が低下し、追加接種した方がよいこと

が近年わかったものが該当します。また、

高齢になり体力が弱り、肺炎などの大病で

入院や死亡の頻度を減らす目的で導入されたも

のなどもあります。 

麻疹：2015年に日本での麻疹の排除がWHO
（世界保険機構）で認定されましたが、引き続

き海外渡航者が持ち帰って広まる感染と集団発

生が見られます。小児の予防接種が徹底された

ため、近年、感染者の70～80%が成人となって

います。感染者の多くは未接種者や１回接種者

であるため、現在のお子さんと同様に２回の接

種が推奨されています。１回接種歴のある方も

海外渡航前に２回目を接種しておきましょう。 

風疹：2012～2013年に17,000人を越える大規

模な国内流行が起こり、45人の先天性風疹症

候群（CRS)の赤ちゃんが生まれました。風疹

自体は大病でないため、生まれつき心疾患、難

聴、白内障などを起こす、CRSを発生させな

いことが風疹の予防接種の目的です。妊娠可能

な女性の感染は、配偶者など同年代の男性が感

染源となる例が多いことがわかり、2022年3月
31日までの間に限り、昭和37年4月2日から昭

和54年4月1日までの間に生まれた男性（対象

世代の男性）が風疹に係る定期の予防接種の対

象者として追加されました。これに伴い、風疹

の抗体検査を受け、その結果、十分な抗体価が

ない方、平成26年４月以降に抗体検査を受

け、十分な抗体価がないということが判明して

いる方は、国の事業として予防接種を受けるこ

とができます。また、これに該当しない31歳
～60歳男性や、妊娠を希望したり予定してい

る女性にも、県の事業として抗体検査や予防接

種への助成があります。なお、母子手帳が残っ

ている場合は必ず接種歴を確認ください。 

 麻疹、風疹以外は次項で。 

染症の蔓延国と名指しされました。近年は

政府も重い腰を上げ、再度、予防接種行政

を推進する方向に転換しました。 

 これにより、近年、乳幼児の髄膜炎予防

のHibワクチンや、髄膜炎菌ワクチン、水

痘ワクチン、Ｂ型肝炎ワクチン、成人の肺炎球

菌ワクチンや子宮頸ガンワクチン、風疹予防事

業としての抗体検査や予防接種が行われるよう

になりました。今回はこの中で、主に大人の予

防接種を中心に整理しました。 
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 中高齢者は免疫力が落ち、様々な感染

症にかかったり、それが重症化します。

これを予防するために以下のワクチン接

種が推奨されています。 

高齢者肺炎球菌ワクチン 

 病院内感染ではなく市中肺炎のうち高

齢者に最も多いのが肺炎球菌による肺炎

です。一口に肺炎球菌と言っても100種類

にも登る株があり、その中でも毒性が強

く重症化しやすい株を２３種類集めて

作ったワクチンが、ニューモバックス®と

呼ばれるワクチンです。肺炎球菌ワクチ

ンには、乳児に接種し、髄膜炎予防に使

う１３種の株を含んだプレベナー®もあり

ます。現在、前者だけが６５歳以上の未

接種者に５歳刻みの年に公費助成が受け

られます。ニューモバックス®は５年後以

降再接種可能ですが、２回目以降は公費

助成は受けられません。アメリカではこ

れに加え、プレベナー®の接種の併用が推

奨されていますが、現在の日本ではまだ

承認されておらず、公費助成はありませ

ん。一部の意識の高い医療機関では推奨

し実施を促しているところもあるよう

で、今後、こちらも導入が進むかもしれ

ません。 

インフルエンザワクチン： 

 インフルエンザが流行する前の10月～

翌1月くらいまでに接種されます。毎年翌

年の流行をWHOが予測し、推奨株を提示

し、それに沿って各国が自国の実情に併せ

て作成します。通常A型が２株、B型が２

株の４種のウイルスから作られた４価ワク

チンとなっています。接種後、抗体ができ

るまで２週間程度はかかるため、流行が始

まる前に接種してください。12歳以下は通

常２回接種となっています。デイサービス

など集団生活の機会が多い高齢者は、必ず

やっておきましょう。なお、このワクチン

はインフルエンザの発症を完全に予防する

ことはできず、重症化の予防が主目的なの

で接種したことで安心せず、流行時はマス

クを着用し、インフルエンザかなと思った

ら必ず受診してください。 

帯状疱疹ワクチン： 

 水痘・帯状疱疹ウイルスに初感染すると

水ぼうそうになり、そのままウイルスが体

に潜み、病気や高齢化で免疫力が落ちた時

に暴れたのが帯状疱疹です。小児で定期接

種となっている水痘ワクチンの接種で帯状

疱疹の発症率が50%減少し、帯状疱疹後神

経痛の2/3が予防できることがわかってい

ます。50歳以上になると帯状疱疹の発症率

が上がるので、対象者はこれ以上の年齢の

方です。なお、小児用の水痘ワクチンと帯

状疱疹用のZOSTAVAX®は生ワクチンなの

で抗ガン剤などで免疫力が著減した方の場

合、重症な水痘を起こすことがあるため、

不活化ワクチン類似のShingrix®などが用

いられる場合もあります。 

３．中高齢者の予防接種 

子宮頸ガンワクチンのその後 

 子宮頸ガンは人パピローマウイルス (HPV)の性

交感染が原因で起こるため、HPV16型と18型の2

つの株を含むワクチンが、2013年4月より定期接

種となった。思春期の女性が対象者だが、定期接

種開始後より、接種者の局所反応としての痛みの

他に、吐き気やしびれ、全身の痛みなどの訴えが

あり、社会問題化したため、同年６月にははや、

接種勧奨が中止となり、６年が経過しました。海

外では同じワクチンの接種が70カ国以上で国の事 

 

業として行われており、他の予防接種と同程

度の副作用しか報告されていないとのことで

す。このため、現在ではワクチンの子宮頸ガ

ンの予防効果は期待できるにも関わらず、日

本での接種率は対象者の1%に満たないため、

婦人科学会その他から接種勧奨の声も挙がっ

ています。なお、同様な副作用が問題になっ

ている国もあり、公式見解は大本営発表であ

る可能性もあり、真相は不明です。 


